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1.杭賀式典 、午前 10n寺 於浅虫中学校
2 祝賀昼委会 向上
3 祝 宴 午後 6時於東奥館





































文部 大 臣 (教育大学教授高槻俊一民代読)
本 学 総 長 高橋里美氏




















郡場寛氏(弘前大学学長) 時田制氏f北大水産学部長) 横山武夫氏(副知事) 小館
善四郎氏(回{白) 森豊秀氏(浅虫中学校長) 平田直司氏(東奥館主) 赤坂市三郎氏
(村長) 畑井新喜司氏(初代所長) 小久保清治氏(前所長) 高槻俊一民(教育大学
教授) 小林佐太郎氏(京都工芸繊維大学教授) 阿部褒氏(山形大学教授) 小林新
二郎氏(北大，水産学部教授) 石田周三氏(千葉大学教授) 古田良 ・氏(東北大'学





















1J日噺の狸の話等を引張 り出して面白おかし く笑せた。聴衆凡そ 500名ャで‘盛会で、あった。
花火大会 これは地元殊〉こ観光協会が主催で行ったもので，安験所自身の行ったもの
ではなL、が，よく両者の緊密な述絡に よって，特に笑験所の創立汁周年祝賀に際して挙行
したものでs 地元0:;'協力と好意がよく 顕ばれている。 花火代百万円之官昌へ長撃なもので，

















して， その設~Iーにあたらせ る こと にtr;った3 州井先生は大正十年欧洲会経て帰朝せられ鋭
意生物学教室及び臨海実験所創立の準備に努められた。総長はじめ大学当局の努力によっ
て大正十二年第四十六回帝国議会に於て臨海実験所創設費 150.000円が通過し， また青森


























1.畑井新喜司 (動物生理学，神経学) 1924-1938 (大正 13一昭和 13)
2 朴沢三二(動物分類学)1938山 1940(昭和 13-15)
3 野村益太郎 (実験動物学，動物分類学) 1940-1942 (1昭和 15-17)
4. 野村七録(動物生理学，生物物理化学)1942-1944 (昭和 17-19)
5. 朴沢三二(動物分類学)1944-.1947 (昭和 19-22)
6. 小久保鴻治(浮激生物学， i湖沼学)1947-1953 (昭和 22-28)
























或は際，岩或は石浜多く汀線は屈曲出入が多い。 ウイスコンシン大学の M.F. Guyer教
授は嘗て本実験所を訪ねその環境の景観と近代的設備の俊れてレることを大いに抗告Eした



















238平方米で， 24ケの水利Ilを有し大小隆々である。 玄関広間の丸形水柑は直径 2.45m，
深さ1.36mで多くは海産崎乳類や大j臨海底動仰に用いられる。建物Jのー側には 1の水仰
があり，そのーは 2.95X1.41 X 1.81 m で 5，657立を収容し，他は1.35X 1. 4~ ><:l.81m. 






寄宿舎 木造 263坪で一部三階，大体一階建で学生用 10室，応援室，食堂，台
所，浴場を有L.また賄ブJ小使のため二室あり a 総体で凡そ 50名を収容することが出













雇者If 員 5 名





















O.strea 1tiPpona (以前は O.circtJ，l1ψictaと誤認されたもの)帆立介 Pecteny田 soenSlS，

























































また小久保所長時代昭和 21年 1月 1日に本誌の前身「海洋生物時報」は困難の時代に
謄写版刷として発足したのであったが，事情の好転と共に本印刷となり，更に現所長の時
代になって，従来から用いていた英文名に対応して浅虫臨海実験所報告と改題し，また本
文も英文を主にして広く海外にも配布することにした。尚本所から理科報告その他に発表
された本所の業績の別刷を合本して，広く配布することになっている。それ等と交換に我
実験所は内外岩名の臨I海実験目irその他の研究機関から多くの貴重なる資料を受けて居る。
それ等は到底腕入することの出来ない位のものが多L件、ら，出版物の交換は単に学術交流
のみならず経済的にも甚だ有利なやり方である。従って更に多〈の交換が望まれる。
!Il自筆にあたって，実験所業績報告の増加によって，その業績衰の印刷が必要となり，そ
れを著者索引及び事項索引と共に此の巻末に附することを報告するのは我々の甚だ欣快と
すーるところである。
